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整理番号 .**; 氏　名 畔柳　智司
論文審査委員
(学位輪文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 60 0字以内で作成のこ
lntraoperative fluorescence imaging systemflFI)とTransit-time flowmetry (TTFM)を使用した冠軌脈
バイパス(CABG)術中評価について検対した。 2009年4月から2011年11月までの期間に施行した225
例の中でTTFM、 IFI、術後グラフト評価を行った159例を対象とした。 mMにおける平均血流量
(MGF ml/min)、拍動指数(PI)、拡張期充満率(DF)とIFTによる遺影効果を術後早期グラフト評価の鹿鼻
について検討を行い、以下の点を明らかにした。
D TTFM、胴を用いて多角的に術中評価を行ったOPCABの術後早期のグラフト開存率は非常に高
かった。
2) TTFMで十分な柵定借が得られなかったグラフトでも、 IFlで造影効果を得られたグラフトは術後早
期評価において開存が得られた。
3)碓来lFIは陽性、陰性しか判定がされてこなかったが、両側内胸動脈を使用した症例で、両側内
胸動脈の蛍光造影弟現に差のある症例で、造影遅延側内胸動脈にグラフト不全の可能性がある
ことが発見されたこ
本論文はCABGにおける術中グラフト評価についての新しい知見を与えたものであり、最終試
験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するもの
と醇められた。
(総字数5 6 6字)
(平成25年1月29日)
